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要旨：初 期 近 代 英 語 期 に お け る 命 令 法 動 詞 の 後 に ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 の ye ,  you ,  thou ,  

thee が 伴 わ れ る よ う な 形 式 に つ い て 、 William Shakespeare を 対 象 と す る も の を 始
め 、研 究 が ⾏ わ れ て き た 。し か し な が ら 、Shakespeare の み な ら ず 、特 定 の 劇 作 家
の 命 令 法 動 詞 の 後 の ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 の 使 ⽤ に つ い て 、 全 作 品 を 対 象 と す る よ う な 網
羅 的 な 調 査 は な さ れ て こ な か っ た 。本 稿 で は 、エ リ ザ ベ ス 朝 の Shakespeare を は じ
め と す る 四 名 の 劇 作 家 に つ い て 、 そ の 全 戯 曲 を 対 象 と し て 網 羅 的 な 調 査 を ⾏ い 、
改 め て 初 期 近 代 英 語 期 に お け る 命 令 法 動 詞 の 後 に ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 を 伴 う 形 式 に つ い
て 考 察 す る と と も に 、 劇 作 家 ご と の 使 ⽤ の 違 い に つ い て 明 ら か に し 、 ⽂ 体 的 な 特
徴 が ⾒ ら れ る こ と を 指 摘 す る 。  

 

キーワード：初期近代英語、命令法、⼈称代名詞、演劇  

 

1. はじめに  

 本 稿 で は 初 期 近 代 英 語 、 と り わ け エ リ ザ ベ ス 朝 演 劇 の 複 数 の 作 家 の 全 作 品 を 対
象 に 、 命 令 法 動 詞 の 直 後 に ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 ye ,  you ,  thou ,  thee が 伴 わ れ る よ う な も の
を 取 り 扱 う 。  

 現 代 英 語 に お い て は 、(1a) の よ う に ⼀ 般 に 命 令 法 で は 主 語 が 明 ⽰ さ れ な い の が
無 標 で あ る 。ま た 、(1b) の よ う に 有 標 の 表 現 と し て 命 令 法 動 詞 の 前 に ⼆ ⼈ 称 代 名
詞 you が 置 か れ る 場 合 が あ る 。 1  さ ら に 、 極 め て 稀 に で は あ る が 、 後 期 近 代 英 語

 
1  Jespersen (1949, III: 223) に よ れ ば 、1700 年 頃 よ り 命 令 法 動 詞 の 前 に ⼆ ⼈ 称 代 名
詞 が 置 か れ る 傾 向 が ⾒ ら れ る よ う に な っ た と い う 。 ま た 、 Visser (1970: 17) も 同
様 に ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 を 命 令 法 動 詞 の 前 に 置 く 形 式 は 後 期 中 英 語 に 衰 退 し た も の の
17 世 紀 末 に 再 び 現 れ た と す る 。⼀ ⽅ 、Ukaji (1978: 96-8) は 、動 詞 の 前 に 主 語 た る
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期以降であっても、これに類似する形式として  (1c), (1d) のように迂⾔の do と
否定語 not の縮約形たる don’t の後で、⼆⼈称代名詞 you が置かれる例が⾒られ
ることがある。 2  

 

(1) a. Come  here. 

 b. You be  quiet.  

 c. O Mary, don’t you weep, don’t you mourn.  

   (African-American spiritual, ‘O Mary, Don’t You Weep’) 

 d. If you ever leave me, I’ll be sad and blue. 

  Don’t you ever leave me ,  I’m so in love with you.  

   (Lennon-McCartney, ‘Bad To Me’) 

 

⼀⽅、初期近代英語期では、次の  (2a) のように命令法動詞が単独で⽤いられる
こともあれば、 (2b)-(2d) のようにその後に⼆⼈称代名詞を伴うこともあった。 3  

 

(2) a. 命令法単独の例  ：<imp.> 

  Be  quiet people,  (Err  F1: Sig. I1r) 

 b. ⼆⼈称複数主格代名詞 ye を伴う例  ：<imp. + ye> 

  doubt yee  not,  (Edw2  Q1: Sig. H1r) 

 c. ⼆⼈称複数⽬的格代名詞 you を伴う例  ：<imp. + you> 

  goe you  home with me.  (JM Q1: Sig. G3r) 

 
⼆⼈称代名詞が現れている例を、エリザベス朝の Shakespeare, Webster, Jonson の
戯曲から複数挙げている。  
2  類似例として (3c)を参照。 (1a)はおそらく後期近代英語期に成⽴したと⽬され、
(1b)は 1960 年代初頭に書かれたものである。 (1b)は歌詞であるが、これについて
は明確に ‘you ever leave me’という句の繰り返しのために、この形式が採⽤されて
いる。なお、これ以降の諸例における太字の強調は、全て本稿筆者による。  
3  Zachrisson (1919: 35), Jespersen (1949, III: 223) の指摘するように、 look ye (> 
lookee),  hark ye  (> harkee),  mark you などの表現に残っている。類似した形式とし
て新⾼ドイツ語では、敬称の⼆⼈称代名詞 Sie の場合、命令表現で代名詞が動詞
の後に⽤いられる。  
 

(i) Setzten Sie  sich hier hin. 
  ‘Sit down here.’ 

 
この動詞は接続法第 1 式  (英語の仮定法現在に相当 ) である  (Cf. Hentschel and 
Weydt 2013: 111)。なおこれ以降の⽤例における作品略号は、本稿末の⼀覧を参照。 



『⾔語科学論集』第 27号 (2021) 

 

3 

 d. ⼆ ⼈ 称 単 数 主 格 代 名 詞 thou を 伴 う 例  ： <imp. + thou> 

  Speake thou  Boy,  (Cor  F1: Sig. cc2v) 

 e. ⼆ ⼈ 称 単 数 ⽬ 的 格 代 名 詞 thee を 伴 う 例  ： <imp. + thee> 

  Get thee  away:  (Lear F1: Sig. rr4v) 

 

ま た 、 稀 に で は あ る が 、 次 の 例 の よ う に 命 令 法 動 詞 と そ れ に 伴 わ れ る ⼆ ⼈ 称 代 名
詞 の 間 に 、 否 定 語 not が 割 り ⼊ る こ と が あ る  (Cf. Millward 1966: 301; Rissanen 

1999: 278)。 4  

 

(3) a. Be not you spoke with, but by mightie suit:  (R3 F1: Sig. s2r) 

b. Feare not you  that. (Edw2 Q1: Sig. L1v) 

c. do not you grieue  at this: (2H4 F1: Sig. gg7v) 

 

 さ て 、 と り わ け  (2b)-(2d) の よ う な 命 令 法 動 詞 の 後 に ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 を 伴 う も の
に つ い て 、エ リ ザ ベ ス 朝 演 劇 に 関 し て は 、主 に William Shakespeare 作 品 を 対 象 と
し て 、研 究 が 複 数 ⾏ わ れ て き た  （ Cf. Millward 1966; Quirk 1974; Busse 2002: 265ff.）。
し か し な が ら 、 Shakespeare 以 外 の 劇 作 家 の 作 品 に つ い て は 、 こ れ ま で Mitchel 

(1971) を 除 い て 複 数 の 作 家 を 対 象 と す る 研 究 が ⾏ わ れ て き た と は ⾔ い 難 く 、
Mitchel (1971) に お い て も そ れ ぞ れ の 作 家 の 作 品 が 網 羅 的 に 検 証 さ れ て い る わ け
で は な い 。本 稿 で は 、Shakespeare を 含 む 四 名 の エ リ ザ ベ ス 朝 を 中 ⼼ に 活 動 し た 劇
作 家 の 戯 曲 の 初 期 の 刊 本 を 対 象 と し て コ ー パ ス を 作 成 し 、 ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 を 伴 う 命
令 法 動 詞 に つ い て の 量 的 な 調 査 を ⾏ う と と も に 、そ の 結果に基づい て分析を ⾏ う 。
そ の際、Shakespeare 作 品 と他の 劇 作 家 の 作 品 に お け る 、命 令 法 動 詞 に 伴 う ⼆ ⼈ 称
代 名 詞 の 使 ⽤ を⽐較す る 。  

 

2. 初期近代英語期の⼆⼈称代名詞について  

 初 期 近 代 英 語 期 の ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 は 、親称・敬 称 の区別が あ る点な ど に お い て 現
代 英 語 と は異な る 。 本節で は 、 命 令 法 動 詞 に 伴 わ れ る ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 に つ い て 取 り
扱 う に あ た っ て 、 初 期 近 代 英 語 期 の ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 の 形態が ど の よ う な も の で あ っ
た の か を概観す る 。 ま ず 、 次 の 表 を ⾒ ら れ た い 。  

 
4  (3c)の do は厳密に は助動 詞 で あ る が 、⼆ ⼈ 称 代 名 詞 を 後 に 伴 う か 否 か を問わ ず
命 令 法 で も ⽤ い ら れ る こ と か ら 、本 稿 で「命 令 法 動 詞」と ⾔ う 場 合 に は こ の do も
含 む こ と と す る 。  
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表 1 ⼆⼈称代名詞の形態  

 主格  所有格  ⽬的格  

親称単数  thou thy/thine5  thee 

親称複数・敬称単複  ye your you 

 

本来的には、この表のような使いわけがなされるようなものであったと考えられ
るが、 6  初期近代英語の実体としては異なっている。特に you については、中英
語期の 1300 年頃に書かれた Cursor Mundi においてすでに主格として⽤いる例が
⾒られたことが指摘されている  (Visser 1944: 17)。その⼀⽅で、 ye が中英語期よ
り弱形の⽬的格として機能すること 7  があったことが知られている  (Brunner 

1962: 102; Franz 1939: 255)。  
 

(4) a. God buy ye .  (= ‘God be with you’ [> PE goodbye .];  Ham F1: Sig. Oo4v) 

 b. do as I command ye:  (2H6 F1: Sig. o1r) 

 

さらに you は初期近代英語期の 16 世紀半頃より主格としての使⽤が主流となっ
ていた  (Franz 1939: 255)。そのため、例えば Hope (2003: 72) は、 thou を主格、
thee を対格  (⽬的格 ) としてそれぞれ挙げているが、 you/ye については主格と対
格の両⽅に挙げている。本稿では、 thou/thee についてはそれぞれ主格と⽬的格と
して区別するが、 ye/you については ye を基本的に主格とみなすものの、 you に関
しては、現代英語においてと同様、共通格  (common case) であったと⾒做す。  

 

 

 
5  thine や mine は所有代名詞であるのみならず、後続する語が⺟⾳ないしは /h/の
⾳で始まる場合に⽤いられることのある所有格でもあった。また、 thy/my は、後
続する語が、⺟⾳や /h/を含め、いかなる⾳で始まるものであっても⽤いられる所
有格であった（Cf. Abbott 1870, §237）。なお、Mitchel (1971: 82-3) は、調査の結
果対象としたテキストにおいて、⺟⾳の前では thy が 343 例であるのに対して
thine が 129 例、 /h/の前では thy が 299 例であるのに対して thine が 4 例あったこ
とを報告している。  
6  thou ,  ye は古英語期の主格形に、thee ,  you は古英語期の与格形・対格形に由来す
る  (Cf. von Mengden 2017: 89; Brunner 1967: 62)。  
7  なお、Shakespeare 作品において ye が⽬的格として使⽤される例については、
Franz (1939: 256) を参照。  
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3. 先⾏研究  

 本節で は 、 命 令 法 の 後 に ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 を 伴 う よ う な 形 式 に つ い て の先⾏ 研 究 を
概観す る こ と と す る 。  

 

3.1. Abbott (1870) 

 Abbott (1870: 141-2) は 、「 thou の 代 わ り の thee  (Thee for thou) 」な る節に お い
て 、 命 令 法 で thou の 代 わ り に thee を 後 に 伴 う移動 動 詞 は「再帰動 詞  (reflexive)」
と呼ば れ る も の で あ る 8  と す る も の の 、look thee や hark thee の よ う な 場 合 に つ い
て は 、 命 令 法 動 詞 が 強意的 で あ る た め に 後 続 の 代 名 詞 は⾮強意的 で あ る必要が あ
る と い う よ う な 、⾳調 上 の理由  (euphonic reasons) が あ る可能性を 主張し て い る 。
⼀ ⽅ 、 you の 場 合 に つ い て は 特 に ⾔及し て い な い 。  
 

3.2. Poutsma (1926) 

 Poutsma (1926: 201) は 、古い段階の 英 語 に お け る 命 令 法 動 詞 の 後 の ⼈ 称 代 名 詞
の付加に つ い て 、 強 調 が意図さ れ た も の で は な く 、 む しろ横柄さ を和ら げ る た め
に な さ れ た も の で あ る と述べて い る 。  

 

3.3. Franz (1939) 

 Franz (1939: 249) は 、 retire thee の よ う な 再帰動 詞 の 命 令 法 に 伴 わ れ る thee に
よ っ て 、hear ,  run の よ う な そ の他の 動 詞 の 命 令 法 に お い て も 、本来 thou を 使 ⽤ す
る と ころが 、 thee を 使 ⽤ す る こ と が 確 ⽴ す る こ と に貢献し た と す る 。 そ の 上 で 、
we ,  ye の よ う な 命 令 法 動 詞 の 後 に 置 か れ る得る 複 数 形 ⼈ 称 代 名 詞 が 、⾳声的反響
に よ り  (durch den lautlichen Anklang)、 thee の 使 ⽤ の拡⼤ を促進し た と す る 。  

 

3.4. Jespersen (1949) 

 Jespersen (1949, III: 222) は 、 主 に感情的⾊彩を帯び させる た め に 主 語 が 命 令 法
動 詞 に付さ れ る と し 、 thou ,  ye ,  you が古い段階の ⾔ 語 で は 動 詞 の 後 に 置 か れ た こ
と を 指 摘 し て い る 。 Jespersen (1949, VII: 258-61) は 、斜格 に つ い て 再帰代 名 詞 と
し て ⽤ い ら れ て い る も の と し 、 そ の 上 で 再帰代 名 詞 の付与が不適切な 動 詞 に つ い
て も斜格 が 使 ⽤ さ れ る と し て い る 。さ ら に Jespersen (1949, VII: 261) は 、awake の

 
8  他に も Zachrisson (1919: 25-6) が 、 ⼈ 称 代 名 詞 は し ば し ば 再帰的意味  (reflexive 
betydelse) を持つ と し 、 命 令 法 の 例 と し て Shakespeare か ら  <get you/thee to . . .> 
と い う 形 式 の も の を 挙 げ て い る が 、こ の get は to 以下が 場所句 で あ る こ と か ら移
動 動 詞 の ⼀種と し て 考えら れ る  (Cf. Yamakawa 1966: 18)。  
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よ う な⾃動 詞 と も他動 詞 と も解釈さ れ る 動 詞 の 例 を 挙 げ て 、 <imp.  + thee>と い う
形 式 に つ い て 、動 詞 を⾃動 詞 と解釈し て 、thee を thou の 代 わ り に ⽤ い ら れ た 主 語
と解釈す る こ と も 、 再帰代 名 詞 と解釈す る こ と も 、 あ る い は 動 詞 を他動 詞 と解釈
し て thee を ⽬ 的 語 と解釈す る こ と も で き る と 指 摘 し 、そ の 上 で い ず れ も意味に差
異は な い と 主張し て い る 。  

 

3.5. Millward (1966) 

 Millward (1966) は Shakespeare 作 品 、と り わ け First Folio に収録さ れ た 35 作 品
を 対 象 に 調 査 を ⾏ っ て い る 。Millward (1966, 301) は 、(1c)-(1d) の よ う な ⼆ ⼈ 称 代
名 詞 が 伴 わ れ る 形 式  (<imp. + you/thou  >) は 、 ⽅ ⾔話者や外国⼈ の発話を ⽰唆す
る と き に Shakespeare に よ っ て ⽤ い ら れ て い る と述べて い る 。  

 Millward (1966: 301-2) の 調 査 結果は 、 次 の 表 の よ う に ま と め ら れ る 。  

 

表 2 Shakespeare の <imp. + you/ye/thou/thee>の ⽤ 例 9  (Cf. Millward 1966: 301-2) 

 ⽤ 例 数  動 詞 の種類  共通す る も の  

ye 35 13 10 

you >500 92 

thou >200 77 17 

thee >200 56 

 

こ の うち、主 格 と ⽬ 的 格 で共通し て ⽤ い ら れ て い る 動 詞 に つ い て 、ye と you の 場
合 は 7 種類 、 thou と thee の 場 合 は 17 種類 あ っ た と し て い る 。  

 こ の 調 査 に基づき 、次 の よ う な 主張を Millward (1966: 301-4) は ⾏ っ て い る 。ま
ず 、ye は少な く と も 命 令 法 で は you の「弱形  (a reduced form) 」で あ っ て 、you は
主 格 か つ斜格 で あ る と ⾒ ら れ る が 、ど うやら thou は 命 令 法 動 詞 に わ ず か に 強勢を
与える た め に 使 わ れ て い る と述べて い る 。ま た 、 thou と共に 命 令 法 で ⽤ い ら れ る
動 詞 は 、①運動 動 詞 、②注意を引く た め の 動 詞  (verbs of attention)、③再帰⽬ 的 語
な い し は 間 接 ⽬ 的 語 を 取 る 動 詞 、 に ⼤別で き る と し て い る 。 さ ら に 、①運動 動 詞
に 関 し て 、ほとんど が古英 語・中 英 語 期 に与格 を 取 っ て い た こ と 、動 詞 fare は <fare  

+ 2nd pers. pron. + well>と い う挨拶表 現 で の み ⽤ い ら れ た こ と 、②注意を引く た
め の 動 詞 に 関 し て 、hark ,  hear ,  look ,  mark の み が ⽤ い ら れ て い た が 、現 在 ⽤ い ら れ

 
9  備考 の丸括弧内に ⽰ さ れ た 数 字 は 、⽰ さ れ て い る ⽤ 例 数 を 表 す 。ま た 、<は「よ
り多い」、 >は「よ り少な い」を そ れ ぞ れ意味す る 。  
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る mind you は ⽤ い ら れ て い な い も の の you が多く 伴 わ れ 、-self 形 は ⽤ い ら れ て い
な か っ た こ と 、③再帰・間 接 ⽬ 的 語 を 取 る 動 詞 に 関 し て は 、①・②が閉じ たクラ
ス で あ る の に 対 し て開い たクラス で あ っ て 、唯⼀ の制約 は他動性と適合 す る こ と
で あ る こ と 、と い っ た こ と が述べら れ て い る 。③に 関 し て Millward (1966: 306) は 、
break, come, sit,  stand に つ い て は 、 明⽩な説明 を ⾏ う こ と は で き な い が 、 Voges 

(1887) を援⽤ し た 上 で こ れ ら は古期 の 英 語 で 再帰与格 を 取 っ て い た た め に こ の
区分に分類 さ れ る も の で あ る と し て い る 。  

 

3.6. Yamakawa (1966) 

 Yamakawa (1966) で は 、 命 令 法 動 詞 に ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 が 伴 わ れ る も の が通時的 に
取 り 扱 わ れ て い る 。 と り わ け 、 初 期 近 代 英 語 期 の ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 が 命 令 法 動 詞 の 後
に 置 か れ る も の に つ い て は 、 ‘The VS Type’と ‘“Impertive+Reflexive Dative” Chiefly 

in Shakespeare’と い う節に お い て 扱 わ れ て い る 。  

 Yamakawa (1966: 10) は 、 命 令 法 動 詞 の 後 に ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 が 現 れ る 形 式 に つ い
て 、 近 代 英 語 で は古英 語・中 英 語 に⽐べ⾮常に 衰 退 し て い る と 指 摘 し て い る 。加
えて Yamakawa (1966: 11) は 、 現 代 の⼝語 で は こ の よ う な 形 式 は古⾵な 表 現 な い
し は廃⽤ と な っ て お り 、 命 令 法 動 詞 の 前 に ⼆ ⼈ 称 主 語 が 現 れ る 形 式 に 取 っ て 代 わ
ら れ て い る と述べて い る 。  

 Yamakawa (1966: 14) は 、mind you に お け る you は 再帰的 な与格 と し て歴史的 に
は解釈さ れ るべき で あ る と し て い る 。 ま た 、 命 令 法 で 再帰的 な与格 を 伴 う 動 詞 を
次 の 5 種類 に分類 し て い る 。  

 

(a) 運動 動 詞  (verbs of motion) 

(b) 状態動 詞  (verbs of state or posture) 

(c) 感情動 詞  (verbs of emotion) 

(d) 注意を引く た め の 動 詞  (verbs of attention) 

(e) そ の他の 動 詞  (verbs of other kinds) 

 

そ の 上 で 、 こ う し た 再帰的 な与格 が付さ れ る 動 詞 は 、印欧語 の 中 動態に 対応す る
分析的 表 現 に由来す る と し て い る 。 こ の よ う な 再帰的与格 の付与は 、 動 詞 に よ っ
て意味さ れ る 動 作・状態に 対 す る個⼈ の 関 ⼼ の ⼼理的要素を増⼤ させる よ う な 成
果を し ば し ば 上 げ る も の で あ る と し て い る 。 ま た 、時に継続 的アスペクトや中 ⽴
的アスペクト  (neutral aspect) を 表 す 動 詞 に 、起動 的アスペクトの⼒を与える助け
を す る こ と の あ る も の で あ っ て 、 命 令や依頼に⽣き⽣き と し た 調⼦を提供す る も
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の で あ る と 主張し て い る 。 そ の 上 で 、 <imp. + ye/you/thou/thee>と い う 形 式 で ⼆ ⼈
称 動 詞 が実際に果た し た よ う な機能を果た す の に 、 再帰的与格 の you/thee の付与
の ⽅ が よ り⾃然で適切な も の で あろう と述べて い る 。  

 Yamakawa (1966: 17) は 、 命 令 法 動 詞 の 後 に 主 格 の ⼈ 称 代 名 詞 が 伴 わ れ る 形 式
と 、 再帰的与格 の ⼈ 称 代 名 詞 が 伴 わ れ る 形 式 が 、 エ リ ザ ベ ス 朝 の 英 語 で は混ざり
合 い 、 前 者 に 後 者 が 無視で き な い よ う な影響を与えた と し て い る 。 あ る い は
Yamakawa (1966: 18) は 、 複 数 の 成 ⽴ 年 代 の異な る聖書 の 英訳の⽐較か ら 、 go を
⽤ い た 表 現 か ら get に 与 格 を 伴 う 表 現 へ の 移 ⾏ が ⾒ ら れ る と し 、 後 者 が
Shakespeare で は ⼀種の慣⽤ 表 現 と な っ て い た と述べて い る 。 ま た Yamakawa 

(1966: 8) は 、 you は 強勢の あ る位置 で ⽤ い ら れ 、 ye は 強勢の な い 、あ る い は 、前
接 的 な位置 で ⽤ い ら れ る と し て い る ⼀ ⽅ で 、Yamakawa (1966: 18) は 、Shakespeare

の時代 に は まだ thou/thee の 格 の区別が依然と し て か な り あ っ た と し て い る 。  

 

3.7. Schmidt (1970) 

 Schmidt (1970, II: 1214)は 、 命 令 法 の 後 に thou が 現 れ る も の に つ い て 、「余剰  

(redundant) 」で あ る と断⾔ し て い る 。 ま た 命 令 法 に限ら ず 、他動 詞 の get な ど の
後 に thee が 現 れ て い る よ う な も の に つ い て は「利益の与格  (dativus commodi) 」
で あ る と し て い る 。そ の ⼀ ⽅ で 、命 令 法 に つ い て bare, prepare, hide な ど の 動 詞 の
場 合 に つ い て thee は 再帰的 な 代 名 詞 で あ る と し 、 look, hark, hear, come な ど の 動
詞 の 場 合 に つ い て thee は thou の 代 わ り に ⽤ い ら れ て い る も の と し て い る 。 し か
し 、こ の thee が 再帰的 な も の か 、主 格 の thou の 代 わ り で あ る か 、と い う こ と に つ
い て の基準を 明 ⽰ し て は い な い 。 ま た 、 Schmidt (1970, II: 1408) は 、 強勢の あ る
場 合 に限ら ず 、 命 令 法 動 詞 の 後 で you が余分  (superfluous) で あ り な が ら ⽤ い ら
れ る と し て い る 。  

 

3.8. Mitchel (1971) 

 Mitchel (1971)は 、1580 年 か ら 1780 年 ま で の 戯 曲 全 62 作 品 を 対 象 と し て 、コ ー
パ ス 調 査 に基づく通時的 な 研 究 を ⾏ っ て い る 。 対 象 と さ れ た 作 品 の うち、 本 研 究
に お い て 対 象 と す る 劇 作 家 に つ い て ⾔えば 、Marlowe が 2 作 品 、Shakespeare が 10

作 品 、Jonson が 2 作 品 で あ る 10  の に加えて 、Greene に つ い て は ⼀切取 り 扱 わ れ て

 
10  な お 、Mitchel (1971)に お い て は 、Marlowe 作 品 の 中 で DrF.と JM が 、Shakespeare
の 中 で Ham., JC, Lear, 1H4, 1H6, H5, Temp., R2, R3, TN が 、 Jonson 作 品 の 中 で EMI
と Volp.が 、 そ れ ぞ れ 取 り 扱 わ れ て い る 。  
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い な い 。 11  さ ら に 、 対 象 と さ れ た 戯 曲 が 全 62 作 品 あ る 中 で 、 Shakespeare 作 品 が
10 作 品 あ り 、全 体 の お よ そ 16％を占め て い る 。他の 作 家 の 作 品 に つ い て は 、い ず
れ の 作 家 も 1 作 品 な い し は 2 作 品 し か収録さ れ て い な い 。 そ の 上 、 対 象 と さ れ た
Shakespeare 作 品 に つ い て ⾔えば 、 10 作 品 中 5 作 品 が歴史劇 で あ る 12  な ど 、部分
的 な 取 り 扱 い と な っ て い る 。  

 Mitchel (1971: 90) は 、 Shakespeare に お け る ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 を 伴 う 命 令 法 動 詞 に
つ い て は Millward (1966) で 取 り 扱 わ れ て い る こ と か ら 対 象 外 と し て い る 。 こ の
Mitchel (1971: 91-2) の 調 査 結果は 次 の 表 の よ う に ま と め ら れ る 。  

 

表 3 Mitchel (1971) に よ る  <imp. + ye/you/thou/thee> の 調 査 結果  

 ⽤ 例 数  動 詞 の種類  共通の 動 詞  備考  

ye 142 8 7  

you 225 6 look ,  hark  (>60), 他の 動 詞  (<3) 

thou 35 16 0 be  (10), go  (4) 

thee 30 16 get  (5), hark  (4) 

 

 ま た 、 Mitchel (1971: 92-3) は 、 命 令 法 動 詞 に ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 が 伴 わ れ る よ う な も
の に つ い て の時代 ご と の変遷に つ い て触れ て お り 、 そ の概略 は 次 の 表 の よ う に ま
と め ら れ る 。  

 

表 4 ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 を 伴 う 命 令 法 動 詞 と そ の変遷  

 第 1 期  

(1580-1630) 

第 2 期  

(1630-1680) 

第 3 期  

(1680-1730) 

第 4 期  

(1730-1780) 

ye 9 5 72 56 

you 42 62 95 26 

thou 19 7 5 4 

thee 3 15 12 0 

合計  73 89 184 86 

 
11  ちな み に 、Shakespeare と 同時代 の 作 家 の 作 品 と し て 、Mitchel (1971)は他に John 
Ford の The Broken Heart と Perkin Warbeck も 対 象 と し て い る 。  
12  Shakespeare の 戯 曲 のジャンルに 関 し て 、F1 の分類 で は 、喜劇 が 14 作 品 、歴史
劇 が 10 作 品 、悲劇 が 12 作 品 で あ る 。  
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動 詞  

の  

種類  

32 

go ,  get  (9), look  

(8), be (6), 

take ,  stand  (4), 

hark ,  hear  (3)  

23 

get  (11), hark ,  

look  (10), fare  

(4), be ,  let (3) 

21 

look  (89), hark  

(52), get  (6), be  

(4), hold  (3) 

9 

hark  (41), look  

(32), get (6) 

 

Mitchel (1971: 94) は 、 18 世 紀 に お け る ye の 使 ⽤ の増⼤ は hark ye ,  look ye の 使 ⽤
に よ る も の で あ る と述べ、 第 4 期 ま で に 現 代 的 な 命 令 法 動 詞 単 独 の 形 式へと変わ
り つ つ あ っ た と 指 摘 し て い る 。 あ る い は 、 例えば get you a chair に お け る you は
主 語 の よ う で あ る が 、 お そ ら く 再帰的 に ⽤ い ら れ て い る も の と ⾒做し て い る 。  

 

3.9. Quirk (1974) 

 Quirk (1974: 52) は 、 Shakespeare の ⾔ 語 を 取 り 扱 っ た論⽂ に お い て 、 (1a), (1d), 

(1e)に 挙 げ た よ う な 形 式  (す な わち、 <imp.>, <imp. + thou>, <imp. + thee>) に つ い
て 、 当時常に注意深く意味の 上 で区別さ れ て い た と実態を 無視し て 主張す る の は
無駄で あろう が 、 か と い っ て常に 同義的 で あ っ た と み な し て は な ら な い と述べて
い る 。加えて Quirk (1974: 52-3) は 、 thou が付与さ れ た <Imp. + thou>と い う 形 式
は 、付与さ れ て い な い <Imp.>と い う 形 式 よ り も 強意的 で あ る が 、 thee が付与さ れ
た <Imp. + thee>と い う 形 式 は 、 thee が どちら か と い う と弱形 で あ る こ と か ら 、呼
び か け ら れ て い る個⼈ を 関 わ らせよ う と し て い る も の で あ る と 主張し て い る 。  

 

3.10. Ando (1976) 

 Ando (1976: 258-9) は 、命 令 法 動 詞 の 後 に 伴 わ れ る thou/you を 主 語 と し て解釈し
て い る ⼀ ⽅ で 、 Ando (1976: 264-7) は 命 令 法 動 詞 の 後 に 伴 わ れ る thee/ye を基本 的
に与格 な い し は受益者 格  (benefactive) と解釈し て い る 。  

 

3.11. Ukaji (1978) 

 Ukaji (1978) で は 、 複 数 の 作 家 の 初 期 近 代 の ⽂ 学 作 品 が 対 象 と さ れ て お り 、 本
稿 で 対 象 と す る 作 家 の 作 品 に限れ ば 、Marlowe と Shakespeare の 全 作 品  (TNK ,  Edw3

除 く ) と Jonson の EMI ,  Volp. ,  Barth.が 対 象 と さ れ て い る 。 Ukaji (1978: 102) は 、
命 令 法 で は助動 詞 do の 後 で ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 が必須と な る と述べて い る 。ま た 、Ukaji 

(1978: 103-4) 運動 動 詞や姿勢動 詞 、注意を引く た め の 動 詞 は 再帰代 名 詞 と し て 単
純形  (す な わち通常の ⽬ 的 格 ) が義務的 に な る と 指 摘 し て い る 。 Ukaji (1978: 105) 

は 再帰的与格 ⽬ 的 語 に は 単純形 が通常⽤ い ら れ る と し て い る 。加えて 、 Ukaji 
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(1978: 106-7) は 、 thou, you/ye が 主 語 と し て 命 令 法 動 詞 の あ と で ⽤ い ら れ て い る
場 合や前 置 詞 の 後 に 置 か れ る 場 合 は 、 再帰⽬ 的 語 は 複 合 形  (す な わち -self 形 ) が
義務的 と な り 、 複 合 形 の み が 再帰代 名 詞 で は 命 令 法 動 詞 の 前 に 現 れ得る こ と を 指
摘 し て い る 。  

 

3.12. Nevalainen and Raumolin-Brunberg (1996) 

 Nevalainen and Raumolin-Brunberg (1996: 312)は 、 ‘I pray you[,] do something’と ‘I 

pray [that] ye do something’13  の よ う な 例 を 挙 げ て 、 ye の 代 わ り に 本来⽬ 的 格 の
you が 主 格 と し て ⽤ い ら れ る よ う な変化に と っ て 、⾃然な位置  (natural loci) で あ
る よ う な曖昧な統語 的環境が あ る と 指 摘 し て い る 。  

 

4. 調査対象  

 本節で は 、 本 稿 に お い て ⽤ い る コ ー パ ス に つ い て説明 を ⾏ う 。 本 コ ー パ ス は 、
次 の 四 ⼈ の エ リ ザ ベ ス 朝 で 主 に 活 動 し た 劇 作 家 14  の 全 戯 曲 の 初 期 近 代 当時出版
さ れ た 刊 本 15  の うち、初 期 の も の を 対 象 と し て収集し た も の か ら構成 さ れ て い る 。 

 

• Robert Greene (1558–1592) 

• Christopher Marlowe (1564-1593) 

• William Shakespeare (1564-1616) 

• Ben Jonson (1572?-1637) 

 

16 世 紀 末 か ら 17 世 紀 前半 16に か け て の 、 こ れ ら 四 名 の 戯 曲 の 刊 本 の 刊 ⾏状況は
 

13  ⾓括弧内は共に 本 稿 筆 者 に よ る補⾜で あ る 。  
14  劇 作 家 の⽣没年 の情報は 、 Bowers (1987) に拠っ た 。 四 ⼈ の 劇 作 家 は 、出⽣年
順に並べて あ る 。な お 、Marlowe と Shakespeare に 関 し て は 、出⽣年⾃体 は 同 じ で
あ る が 、 前 者 は 2 ⽉に 、 後 者 は 4 ⽉に そ れ ぞ れ⽣ま れ た と さ れ 、 前 者 の ⽅ が 劇 作
家 と し て の 活 動 の開始時期 が 後 者 よ り も早い た め 、 こ の順と し た 。  
15  し た が っ て 、⼀ 般 的 に Sir Thomas More は部分的 に Shakespeare の⼿に よ る と さ
れ る が 、 当時のテキストが⼿稿 し か 残 っ て い な い た め 、 本 稿 の コ ー パ ス の 対 象 と
は し な い 。な お 、戯 曲 の 作 者 が誰で あ る の か と い う こ と（ authorship）に つ い て は
多く の問題を抱え、 い く つ か の 作 品 は共作 と み な さ れ るほか 、 作 品 に よ っ て は
interpolation が疑わ れ る よ う な箇所  (Cf. Chambers 1930: 472) も 含 ま れ る が 、今⽇
の各作 家 の 作 品 と し て 扱 わ れ る も の を 、 そ の 劇 作 家 の 戯 曲 と し て基本 的 に 扱 う 。  
16  Shakespeare に つ い て は F1 の出版が 1623 年 、 Jonson に つ い て は F1 の出版が
1616 年 、 F2 の出版が 1640 年 で あ る こ と か ら 、現 代 の 刊 本 の編集の際に 特 に依拠
さ れ る 刊 本 は 、概ね 17 世 紀 の 前半に は皆出版さ れ て い る と ⾔える 。  
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次の表のようにまとめることができる。 17  

 

表 5 四名の戯曲と初期の刊本  

劇作家  作品名略称（刊本）  

Robert Greene Alph.  (Q1), FBFB  (Q1-3), GaG  (Q1), Jam4  (Q1), LGLE  

(Q1-5), OF  (Q1, Q2), Sel.  (Q1, Q2) 

Christopher Marlowe DrF.  (A1-3, B1-6), Edw2  (Q1-4), JM (Q1), MP  (Q1), 

1Tamb. & 2Tamb. (O1-4) 

William Shakespeare Ado  (F1, Q1), Ant.  (F1), AWW (F1), AYL  (F1), Cor .  (F1), 

Cym .  (F1), Edw3  (Q1, Q2), Err .  (F1), 1H4  (F1, Q1-9),18  

2H4  (F1, Q1), H5  (F1, Q1-3), 1H6  (F1), 2H6  (F1, Q1-3), 

3H6  (F1, O1, Q2, Q3), H8  (F1), Ham .  (F1, Q1-9), JC  (F1, 

Q1-6), John  (F1), Lear  (F1, Q1-3), LLL  (F1, Q1, Q2), Mac .  

(F1, Q1), MM (F1), MND  (F1, Q1, Q2), MV  (F1, Q1-3), 

Oth .  (F1, Q1-6), Per .  (Q1-5, O6), R2  (F1, Q1-6), R3  (F1, 

Q1-8), Rom .  (F1, Q1-5), Shr .  (F1, Q1)19 ,  Temp .  (F1), TGV  

(F1), Tim .  (F1), Tit .  (F1, Q1-3), TN  (F1), TNK  (Q1, 

Beaumont & Fletcher ’s F1), Tro .  (F1, Q1), Wiv .  (F1, Q1-3), 

WT  (F1) 

 
17  Cf. Greg (1962a), Greg (1962b). なお、どの劇作家の作品集あるいは個別の作品
の刊本についても、それがどの判型であっても、判型の頭⽂字と刊⾏順によって、
例えば F1 (=First Folio) のように⼀般に⽰され、本稿でもそれに従う。さらに、
Marlowe の DrF.については、複数の系統の刊本  (いわゆる A Text, B Text) が存在
し、いずれも Quarto で出版されているが、慣⾏に従って例えば A1 (= the First 
Quarto of A Text) のように⽰す。また、Folios については、Shakespeare は F1 の
み、Jonson は F1 と F2 のみ、作品が掲載されている場合で記す。Shakespeare につ
いては F1 に掲載された作品が F2-4 にも、Jonson については F1, F2 に掲載された
作品が F3 にも、それぞれ掲載がされているためである。  
18  Q1: ‘An edition known from one sheet only.’ (Greg 1962a: 238) 
19  The Taming of a Shrew (以下、A Shrew) については、Shakespeare の The Taming 
of the Shrew  (Shr .) との関係について諸説ある。A Shrew が Shr.の材源  (resource) 
であるとする説、A Shrew は Shr.の海賊版  (つまり ‘bad quarto’) であるとする説、
A Shrew と Shr.には共通の材源たる作品 Ur-Shrew があるとする説が主なものであ
る  (Cf. Muir 1977, 19)。しかし、いずれも今⽇において⽀配的な説であるとは⾔
い難いようである。また、Greg (1962a: 203-5) は同じ項⽬で A Shrew と Shr.を取
り扱っているが、本稿筆者は Shr.と A Shrew は別個のものと考える。  
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Ben Jonson Alch .  (F1, Q1), Fair  (F2), Case  (Q1), Cat .  (F1, Q1-5), CR  

(F1, Q1), DA  (F2), EH  (Q1-3), EMI  (F1, Q1), EMO  (F1, Q1-

3), Epic .  (F1, Q1), Inn  (Q1), ML  (F2), Mort .  (F2), Poet .  

(F1, Q1), Sej .  (F1, Q1), Shep .  (F2), SN  (F2), Tub  (F2), Volp .  

(F1, Q1) 

 

 本 コ ー パ ス の収録基準は 次 に述べる通り で あ る 。 Shakespeare な い し は Jonson

の 作 品 に 関 し て は 、 初 期 の Folio に収録さ れ て い る 作 品 は そ こ か ら 、 そ れ 以 外 は
最初 期 の Quarto あ る い は Octavo か ら 、 そ れ ぞ れ 戯 曲 のテキストを収録す る 。 ま
た 、 Marlowe の DrF.に つ い て は 、 B Text の最初 期 の Quarto を収録す る こ と と す
る 。 す な わち次 に 挙 げ る も の が 本 コ ー パ ス の収録対 象 で あ る 。  

 

表 6 コ ー パ ス の収録対 象  

劇 作 家  作 品 名 略 称 （ 刊 本 ）  

Robert Greene Alph.  (Q1), FBFB  (Q1), GaG  (Q1), Jam4  (Q1), LGLE  (Q1), 

OF  (Q1), Sel.  (Q1) 

Christopher Marlowe DrF.  (B1), Edw2  (Q1), JM (Q1), MP  (Q1), 1Tamb. & 

2Tamb. (O1) 

William Shakespeare Ado  (F1), Ant.  (F1), AWW (F1), AYL  (F1), Cor .  (F1), Cym .  

(F1), Edw3  (Q1), Err .  (F1), 1H4  (F1), 2H4  (F1), H5  (F1), 

1H6  (F1), 2H6  (F1), 3H6  (F1), H8  (F1), Ham .  (F1), JC  

(F1), John  (F1), Lear  (F1), LLL  (F1), Mac .  (F1), MM (F1), 

MND  (F1), MV  (F1), Oth .  (F1), Per .  (Q1), R2  (F1), R3  (F1), 

Rom .  (F1), Shr .  (F1), Temp .  (F1), TGV  (F1), Tim .  (F1), Tit .  

(F1), TN  (F1), TNK  (Q1), Tro .  (F1), Wiv .  (F1), WT  (F1) 

Ben Jonson Alch .  (F1), Fair  (F2), Case  (Q1), Cat .  (F1), CR  (F1), DA  

(F2), EH  (Q1), EMI  (F1), EMO  (F1), Epic .  (F1), Inn  (Q1), 

ML  (F2), Mort .  (F2), Poet .  (F1), Sej .  (F1), Shep .  (F2), SN  

(F2), Tub  (F2), Volp .  (F1) 

 

5. 調査  

 本 研 究 の 調 査 は 、 前述し た 独⾃に構築し た コ ー パ ス を 対 象 に 、 コンコ ーダンサ
で あ る コンピュータ・ソフトウェア Antconc (Anthony 2020)を ⽤ い て 、⼆ ⼈ 称 代 名
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詞 thou ,  ye ,  thee ,  you が⽤いられている箇所全てを抽出し、その上で命令法動詞の
後に⼆⼈称代名詞が伴われている⽤例を選り分ける形で⾏った。この際、次の基
準に基づいて作業を⾏った。  

 

• ⼆⼈称代名詞の直後に同格の名詞句が現れている場合も、命令法動詞
の後に⼆⼈称代名詞が伴われているものとして判断した。 20  

• 主語と動詞の倒置による疑問⽂ないしは接続詞 ifなどの省略と考えら
れるような場合  (Cf. Barber 1997: 192) は除外した。  

• それ以前に明⽰されている、主語である語  (句 ) の省略があると考え
られるような場合は除外した。  

• 次に挙げるものは、⼆⼈称代名詞の前に置かれている語が命令法動詞
でないために、除外した。  

² peace you： peace は ‘reproach, impatience’ (Crystal and Crystal 2002: 

159) を表す間投詞  

² save you/thee ,  bless you ,  give you good morrow/night ,  give you/thee 

joy ,  quit you ,  rest you merry：主語 God が省略されている  

² pray you/thee21 ,  beseech you ,  charge you ,  cry you mercy ,  warrant thee：
それぞれ主語 I が省略されている  

² please you/thee22： (may) it が省略されている  

² Adj. be you/thou： be は仮定法現在であると判断 23  

² soft ye/you:  soft は副詞で go soft の短縮 24  

•  命令法動詞の後に⼆⼈称代名詞とその同格の名詞  (句 ) が現れるよう
な場合、命令法動詞に⼆⼈称代名詞が伴われているものとして扱う 25  

 
20  ⼆⼈称代名詞とその同格の名詞句からなるものを、主語ではなく呼びかけの表
現として現代の刊本で解釈されていることが多いが、当時の刊本の表記を⾒る限
り、いずれであるかを客観的に判別することは困難であるためである。  
21  pray thee は prithee のような形を取ることもある。  
22  ‘Without it  as subject. Formerly esp. in please you ,  so please you:  may it (so) be 
agreeable to you (now archaic).’ (OED ,  please, v. 3b. (b)) Cf. Schmidt (1971, 2:873). 
23  Cf. Rissanen (1999: 229). なお、<be + 2nd pers. pron. + Adj.>という語順の場合、
この be を命令法動詞であると判断するが、意味の上では事実上両者に⼤きな差
があるとは⾔えない。  
24  Cf. Onions (1988: 256). 
25  次のように現代の刊本において、 (iia) のように⼆⼈称代名詞とその同格の名
詞を共に挿⼊句と判断することもあれば、(iib) のように同格の名詞のみを挿⼊句
と判断することもある。  
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•  ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 が 命 令 法 動 詞 の 後 に 現 れ る 名 詞 句 中 で 前 置 詞 の 後 に ⽤ い
ら れ る よ う な 例 に つ い て は 、 数 に 含 め な い 26  

 

 そ の 上 で 本 調 査 に お い て収集さ れ た ⽤ 例 の 代 名 詞 ご と の概略 は 次 の通り で あ る 。 

 

表 7 代 名 詞 の 形態ご と の ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 を 伴 う 命 令 法 の 使 ⽤状況  

 ⽤ 例 数  動 詞 の種類  

thou 333 96 

ye 68 35 

thee 256 70 

you 636 95 

 

こ の 表 か ら わ か る こ と と し て は 、ま ず 、⽤ 例 数 の平均が 約 325 で あ る こ とや、thou

と thee の ⽤ 例 数 が 300 前 後 で あ る の に⽐べて 、⽤ 例 数 が 70 弱で あ る な ど ye の 使
⽤⾃体 が⾮常に少な く 、 そ の ⼀ ⽅ で ⽤ 例 数 が 636 で あ る な ど you の 使 ⽤ が 極 め て
多い こ と で あ る 。 こ れ は 2 節に お い て触れ た よ う に 、 you が ⽬ 的 格 の み な ら ず 主
格 と し て も ま た ⽤ い ら れ る よ う に な っ て い た こ とや、 主 格 で ye を 使 ⽤ す る こ と
⾃体 が減少し て い っ た こ と に起因す る も の と ⾒ て ま ず 間 違 い な い で あろう 。ま た 、
⼗分な ⽤ 例 数 の あ る you と thou/thee の 場 合 を⽐較す る と 、⽤ 例 数 あ た り の 使 ⽤ さ
れ て い る 動 詞 の種類 が 、you の 場 合 に つ い て thou/thee の 場 合 に⽐べお よ そ半数 で
あ る 。従っ て 、 命 令 法 動 詞 に you を 伴 う 形 式 に つ い て は 、 特 定 の 動 詞 が多く の ⽤
例 で ⽤ い ら れ て い る と 考えら れ る 。   

 
 

(ii) a. Go, you wild bedfellow ,  (Proudfoot et al.  2021: Ant .  I.ii .50) 
  b. Aroynt thee, witch ,  (Proudfoot et al.  2021: Mac .  I.iii .6) 

 
Proudfoot et al.  (2021) に お い て は 、thou, ye, you に 関 し て 前 者 の よ う に判断さ れ 、
thee に 関 し て 後 者 の よ う に判断さ れ て い る が 、 thee の み な ら ず you に つ い て も ⽬
的 格 と し て も ⽤ い ら れ る こ と か ら 、 こ の判断は恣意的 で あ る 。 そ の た め 本 稿 で は
画⼀ 的 に 、 全 て  (iib) の よ う に判断す る こ と と し た 。  
26  例えば 、 次 の よ う な 例 が こ れ に 当 た る 。  
 

(iii) Go, some of you,  (Proudfoot et al. 2021: R2  IV.i.268) 
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6. 分析  

 こ こ か ら は 、 使 ⽤ さ れ て い る 動 詞 に つ い て詳し く ⾒ る 。 そ れ ぞ れ の 形態に つ い
て 、 次 の 諸 表 を ⾒ ら れ た い 。 27  

 

表 8 thou を 伴 う 動 詞 の種類 と ⽤ 例 数  表 9 ye を 伴 う 動 詞 の種類 と ⽤ 例 数
動 詞  ⽤ 例 数  百分率  

b e  66 19.82% 

t a k e  34 10.21% 

g o  23 6.91% 

c o m e  14 4.20% 

d o  ( a u x . )  13 3.90% 

s e e  12 3.60% 

k n o w  8 2.40% 

l i e  8 2.40% 

l o o k  8 2.40% 

s t a y  8 2.40% 

f a r e w e l l  7 10.61% 

s p e a k  7 2.10% 

d o  5 1.50% 

l i v e  5 1.50% 

m a k e  4 1.20% 

s a y  4 1.20% 

s l e e p  4 1.20% 

s t a n d  4 1.20% 

t e l l  4 1.20% 

そ の他  95 28.53% 

合計  333 
 

 
27  1%未満  (ye の 場 合 の み 1 例 ) の み 使 ⽤ さ れ た 動 詞 は「そ の他」と し た 。 ま た 、
ʻdo (aux.)’は助動 詞 を 指 す 。 な お 、 lookee ,  harkee の よ う な も の は ⾒ 当 た ら な か っ
た 。OED に よ れ ば lookee の 類 の 初出は 1663 年 で あ る  (v . ,  1. a.)。  
28  7 例 と も LGLE  (Q1: Sig. G4r, H2v-H3r) で Ionas に よ り ⽤ い ら れ 、 全 て ‘Repent 
ye men of Niniuie [= Nineveh], repent.’と な っ て い る 。  

動 詞  ⽤ 例 数  百分率  

f a r e  11 16.18% 

h a r k  7 10.29% 

r e p e n t 28  7 10.29% 

b e  3 4.41% 

l o o k  4 5.88% 

g e t  4 5.88% 

g o  2 2.94% 

h e a r  2 2.94% 

h e l p  2 2.94% 

t a k e  2 2.94% 

そ の他  24 35.29% 

合計  68 
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表 10 thee を 伴 う 動 詞 の種類 と ⽤ 例 数  表 11 you を 伴 う 動 詞 の種類 と ⽤ 例 数  

動 詞  ⽤ 例 数  百分率  

g e t  79 30.86% 

f a r e  34 13.28% 

h i e  28 10.94% 

h o l d  10 3.91% 

c o n t e n t  9 3.52% 

h a r k  7 2.73% 

l o o k  7 2.73% 

b e t h i n k  4 1.56% 

h a n g  4 1.56% 

t a k e  4 1.56% 

h i d e  3 1.17% 

m a k e  3 1.17% 

s i t  3 1.17% 

そ の他  61 23.83% 

合計  256 
 

 

 

 

 

 

 

 

動 詞  ⽤ 例 数  百分率  

l o o k  106 16.67% 

g e t  81 12.74% 

b e  45 7.08% 

g o  44 6.92% 

h a r k  40 6.29% 

f a r e  32 5.03% 

h e a r  30 4.72% 

d o  ( a u x . )  25 3.93% 

c o m e  20 3.14% 

s t a n d  17 2.67% 

t a k e  13 2.04% 

f e a r  12 1.89% 

s a y  10 1.57% 

b e t h i n k  8 1.26% 

s i t  8 1.26% 

m a k e  7 1.10% 

r e s t  7 1.10% 

s p e a k  7 1.10% 

そ の他  124 19.50% 

合計  636  
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 こ れ ら の 動 詞 に つ い て 、 次 の 表 に ⽰ す よ う な分類 を ⾏ う 。  

 

表 12  動 詞 の分類 の詳細  

(α) 運動 動
詞 29  

approach, aroint, avaunt, avoid, clamber, come, enter, fare30  /  

farewell,  fly, follow, go, guide, haste, hie, lead, leave, march, 

move, pace, proceed, repair, retire, return, ride, run, soar, speed, 

walk 

(β) 注意を
引く 動 詞  

hark, hear, look, mark 

(γ) 他動 詞  

(再帰的 ⽬ 的
語 を 取 り得

る 動 詞 ) 

absent, advise, answer, appear, arm, assure, attend, awake, bate, 

bear, beat, believe, beshrew, bestir,  betake, bethink, beware, bind, 

boast, boil,  bow, break, bring, buy, call,  calm, cast,  charge, cheer, 

choose, claim, content, conceal, confess, cost, cover, cry, deal, 

defend, deliver, dismantle, dispatch, do, doubt, draw, drink, drive, 

dub, fear, feed, fetch, find, fit ,  get,  girt,  give, greet, guess, hang, 

haunt, have, help, hide, hold, judge, keep, know, lay, learn lend, 

make, meet, mount, mourn, multiply, open, pack, pall,  perceive, 

plant, pray, prepare, prove, provide, purge, put, quit,  ram, read, 

recant, receive, repose, resolve, rest,  save, secure, see, seek, seize, 

send, set,  shake, shed, shield, show, silence, sit,  soothe, speak, 

stay, steal, strike, sway, take, taste, teach, tell,  think, threaten, 

turn, unarm, understand, use, yield, wait,  warm, wash, wear, ween, 

weigh, wipe, work, write 

(δ) そ の他
の⾃動 詞  

avert,  be, blow, crouch, do, eat,  ensconce, kneel, lie, live, rail,  

recant, remain, repent, say, scout, sleep, stand, stint,  strive, tarry, 

tremble, watch, weep, whine 

(ε) そ の他  do (aux.) 

 

上記の 動 詞 の分類 に基き 、各⼆ ⼈ 称 代 名 詞 が 伴 わ れ る 命 令 法 動 詞 に つ い て整理す
る と 、 次 の 表 の よ う に な る 。  

 
29  Cf. Levin (1993: 263-70). 
30  fare は 命 令 法 で ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 を 伴 う 場 合 、常に副詞 well が共起し て い た 。 ま
た 、 fare ye/thee well に つ い て は 、 1 語 か の よ う に綴ら れ る 例 が ご く少数 な が ら ⾒
ら れ た 。  
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表 13 ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 と そ れ を 伴 う 命 令 法 動 詞 の分類   
thou ye thee you 

(α) 58 17.42% 19 28.36% 144 56.47% 191 30.03% 

(β) 13 3.90% 13 19.40% 14 5.49% 182 28.62% 

(γ) 150 45.05% 21 31.34% 95 37.25% 159 25.00% 

(δ) 99 29.73% 13 19.40% 2 0.78% 78 12.26% 

(ε) 13 3.90% 1 1.49% 0 0.00% 26 4.09% 

 

こ の 表 か ら ⾔える こ と と し て は 、 thou/thee を 伴 う 場 合 、 (β) が少な い こ と が ま ず
挙 げ ら れ よ う 。ま た 、thee を 伴 う 場 合 に つ い て 、(δ) の 使 ⽤ が他の ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 よ
り も少な く 、そ の内訳は stand が 2 例 で あ る 。stand に つ い て は 、Voges (1883: 337) 

に よ れ ば古英 語・中 英 語 期 に 再帰的与格 と共に ⽤ い ら れ て い た 動 詞 で あ る こ と か
ら 、(γ) に 含 め得る も の と 考えら れ る 。し た が っ て 、thee を 命 令 法 で そ の 後ろに 伴
い得る 動 詞 は  (α), (β), (γ) の い ず れ か の分類 に区分さ れ得る も の で あ る と ⾔える 。
ま た 、 (α) に 含 ま れ る よ う な運動 動 詞 の多く に つ い て は古英 語 期 な ど で 再帰的与
格 を 取 っ て い た 31  こ と か ら 、 (γ) と 同 ⼀視す る こ と が で き る と 考えら れ る 。な お  

(β) に つ い て は 、古英 語 に与格 な い し は 対 格 、 中 英 語 期 以 降 に ⽬ 的 格 を 取 る 動 詞
で は な い た め に 、 (α), (γ) と は状況が異な る 。 例えば hark thee に つ い て 、 OED は
hark ye と の「混同 に よ っ て  (ʻby confusion’) 」使 ⽤ さ れ た と し て い る  (hark, v. ,  2. 

c)。32  OED は他の 動 詞 の 場 合 に つ い て は 特 に記述を ⾏ っ て は い な い が 、こ の説明
は他の  (β) に 含 ま れ る 動 詞 に つ い て 同 様 に適⽤ で き る も の と思わ れ る 。し た が っ
て 、基本 的 に は thee が 命 令 法 動 詞 に 伴 わ れ る 場 合 、こ の thee は ⽬ 的 格 と し て解釈
す る の が適切で あ り 、注意を引く 動 詞 の 場 合 の み ye と の⾳の 類推に よ る と す る
の が妥当 な判断で あ る と 考えら れ よ う 。  

 以 上 よ り 、 命 令 法 動 詞 に 後 続 す る ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 の うち、 ye, thou の 場 合 は基本
的 に 全 て 主 格 と判断し 、 you に つ い て は 主 格 で も あ り ⽬ 的 格 で も あ る  (す な わち

 
31  Voges (1883: 338-55) は 、再帰的与格 を 取 っ た 動 詞 の ⼀ つ と し て「⾝体 的移動 の
動 詞」 („Verba der körperlichen bewegung“) を 挙 げ 、 come, fare, go, haste, ride, speed
な ど を そ の 例 と し て ⽰ し て い る 。 な お古ゲルマン語 に お い て は古英 語 に限ら ず 、
運動 動 詞 は 再帰的与格 を 取 っ た  (cf. Dal and Eroms 2014: 49)。  
32  加えて 、 fare thee well を 参 照 す る よ う述べて あ る が 、 fare に つ い て は 本来的 に
再帰的与格 を 取 っ た運動 動 詞 で あ る  (cf. Voges 1883: 339-41) か ら 、こ の記述は不
適切で あろう 。  
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共通格 で あ る ) と 考える の が妥当 か と思わ れ る 。こ れ は 、概ね Millward (1966) の
結論と 同 じ で あ る と ⾔える 。し か し 、Millward の 対 象 と し な か っ た Shakespeare に
よ る 数 作 品  (例えば Per.や TNK) の み な ら ず 、 Shakespeare 以 外 の 複 数 の 作 家 の 作
品 で も 同 様 の こ と が ⾔える と い う こ と が 確認で き 、Millward (1966) の議論を 検 証
す る こ と が で き た と ⾔えよ う 。従っ て 、 Millward の 主張は 初 期 近 代 英 語 ⼀ 般 に適
⽤可能な も の と思わ れ る 。  

 し か し な が ら 、そ れ ぞ れ の 作 家 ご と に 使 ⽤ の詳細な 傾 向 は異な る可能性が あ る 。
そ こ で 、 こ こ か ら は 作 家 ご と の 傾 向 に つ い て ⾒ る こ と と し た い 。各作 家 に つ い て
の 命 令 法 動 詞 の 後 に ⽤ い ら れ る ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 の 形態ご と の ⽤ 例 数 は 、 次 に ⽰ す通
り で あ る 。  

 

表 14  各作 家 に つ い て の ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 の 形態ご と の ⽤ 例 数   
Greene Marlowe Shakespeare Jonson 

thou 37 32.46% 42 41.58% 237 27.78% 17 7.56% 

ye 18 15.79% 12 11.88% 34 3.99% 4 1.78% 

thee 28 24.56% 15 14.85% 193 22.63% 20 8.89% 

you 31 27.19% 32 31.68% 389 45.60% 184 81.78% 

 

Greene と Marlowe は総語 数 が お よ そ 同 じ で あ る が 、 命 令 法 動 詞 の 後 に thee が 現
れ る よ う な も の が Greene で Marlowe の お よ そ 2 倍程度で あ る こ と を 除 い て は 、
両者 に お け る ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 の分布もほぼ同 じ で あ る と ⾔ っ て よ い 。 ま た 、 Greene

や Marlowe と⽐較し て Shakespeare に お い て は 、⽐率を⽐較す る と ye の 使 ⽤ がや
や少な い ⼀ ⽅ で you の 使 ⽤ がやや多く 、you の 主 格 と し て の 使 ⽤ が Shakespeare に
お い て Greene や Marlowe よ り も 定着し て い た可能性が ⽰唆さ れ る 。さ て 、Jonson

作 品 と Shakespeare 作 品 を⽐較す る と 、両者 の分布は著し く異な る 。 Jonson 作 品
に お い て は thou, ye, thee を 伴 う よ う な 命 令 法 動 詞 が⾮常に少な く 合計し て も 全 体
の 2 割ほど で あ る の に 対 し 、 you を 伴 う 命 令 法 動 詞 が 全 体 の 8 割 を占め て い る 。
Shakespeare 作 品 で は you を 伴 う よ う な も の が 全 体 の半数弱で あ る こ と に⽐べて 、
Jonson で you の 使 ⽤ が⾮常に多い と ⾔える 。つ ま り 、時代 が下る に つ れ you の 使
⽤ が増加す る と と も に ye の 使 ⽤ が減少し て お り 、こ れ は Mitchel (1971) の 調 査 結
果の 傾 向 と ⼀致す る も の で あ る 。  

 続 い て 、各作 家 に つ い て の ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 を 伴 う 命 令 法 動 詞 の分類 ご と の ⽤ 例 数
は 次 に ⽰ す通り で あ る 。  
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表 15  各作 家 に つ い て の 命 令 法 動 詞 の分類 ご と の ⽤ 例 数   
Greene Marlowe Shakespeare Jonson 

(α) 17 14.91% 14 13.86% 204 23.92% 39 17.33% 

(β) 13 11.40% 5 4.95% 138 16.18% 60 26.67% 

(γ) 59 51.75% 57 56.44% 379 44.43% 75 33.33% 

(δ) 25 21.93% 22 21.78% 111 13.01% 35 15.56% 

(ε) 0 0.00% 3 2.97% 21 2.46% 16 7.11% 

 

動 詞 の分類別の 作 家 ご と の 違 い は さほど な い よ う で あ る 。 特 筆 すべき点と し て 、
助動 詞 の do を Greene は 命 令 法 で ⽤ い て い な い ⼀ ⽅ で 、 Jonson は Shakespeare, 

Marlowe に⽐べ、多少そ の 使 ⽤頻度が ⾼ い こ と が 挙 げ ら れ る 。  

 そ の他、個別の ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 を 伴 う 命 令 法 動 詞 に つ い て は 、 次 に ⽰ す よ う な 傾
向 が あ っ た 。  

 

•  bring (全 8 例 ),  sleep (全 4 例 ) は Shakespeare の み が 使 ⽤ し て い る  

•  come は 35 例 中 29 例 が Shakespeare に よ っ て 使 ⽤ さ れ て い る  

•  fare/farewell (全 87 例 ),  say (全 14 例 ) の Marlowe に よ る 使 ⽤ は 、 ⼀切
⾒ ら れ な い  

•  fare は 79 例 中 73 例 が Shakespeare に よ る 使 ⽤ で farewell は 8 例 中 6 例
が Jonson に よ る 使 ⽤  

•  fear (全 14 例 ) は Marlowe と Shakespeare し か 使 ⽤ し て お ら ず 、そ の う
ち 11 例 を Shakespeare が占め る  

•  Greene は hark (全 54 例 ) を ⼀切使 ⽤ し て い な い ⼀ ⽅ で 、類義語 の hear 

(全 35 例 ) を 6 例 使 ⽤  

•  content (全 11 例 ),  know (全 12 例 ),  rest (全 8 例 ),  stay (全 13 例 ) を
Jonson は ⼀切使 ⽤ し て い な い  

 

こ の 中 で も 、と り わ け fare/farewell を Marlowe が 、hark を Greene が 、そ れ ぞ れ ⼀
例 も 命 令 法 で ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 の 前 に お い て 使 ⽤ し て お ら ず 、 come, fare の ⼆ ⼈ 称 代
名 詞 が 後 続 す る 命 令 法 で の 使 ⽤ のほとんど が Shakespeare に よ る も の で あ る と い
う点が注⽬ に値す る と ⾔えよ う 。 し か し 、 こ れ は あ く ま で各作 家 の ⽂ 体 的 な問題
に帰せら れ る も の で あ る と 考えら れ る 。  
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7. 考察  

 命 令 法 動 詞 に ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 が付加さ れ る よ う な 表 現 に つ い て は 、 特 に そ の意味
解釈を巡っ て議論が あ る 。 本節で は 、先⾏ 研 究 に お け る 諸 仮説に つ い て 再 考 す る
こ と と し た い 。  

 ま ず 、 ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 の付加に 強意の意図が な い と す る Poutsma (1926: 201) と 、
thou の 場 合 に限っ て で は あ る が そ の よ う な意図が あ る と す る Quirk (1974: 52) の
記述 33  は 全 く逆の ⽴ 場 に ⽴ っ て い る 。い ず れ にせよ 、そ の根拠は 特 に 挙 げ ら れ て
お ら ず 、い ず れ か ⼀ ⽅ が も う ⼀ ⽅ よ り も説得⼒が あ る と は ⾔えな い 。し た が っ て 、
⼆ ⼈ 称 代 名 詞 の付加に よ る 強 調 の意図の 有 無 に つ い て 考える こ と⾃体 が 、 特 に意
味を 成 す も の で は な い可能性が あ る 。  

 ま た 、 Jespersen (1949, III: 222), Yamakawa (1966: 14), Quirk (1974: 53) の 主張す
る よ う な 、 再帰的与格 の付与に よ る意味の変化は 、 あ る程度⾸肯で き る も の で あ
る 。 し か し 、 Ando が ye を与格 な い し は受益者 格 と判断し て い る点に は疑問が 残
る 。 Ando が 扱 っ た Marlowe に つ い て ⾒ る と 、 ye を 命 令 法 動 詞 の 後 で ⽤ い て い る
例 は 全 12 例 あ り 、 使 ⽤ さ れ て い る 動 詞 は crouch, doubt,  fear, fight, follow, get, go, 

hold, soar, take, taste, threaten で あ る 。 こ の うち、 follow, go, soar は  (α)、 crouch は  

(γ)、そ れ 以 外 は  (δ) で あ る 。34  ま た 、you の 場 合 全 32 例 あ り 、そ の うち、(α) が
3 例  (9.38%)、(β) が 5 例  (15.63%)、(γ) が 19 例  (59.38%)、(δ) が 4 例  (12.50%)、
(ε) が 1 例  (3.13%) で あ る 。 こ の うち、与格 な い し は受益者 格 を 取 ら な い 動 詞 は  

(δ), (ε) の 5 例  (15.67%) に過ぎず 、そ も そ も 命 令 法 動 詞 の 後 で の 使 ⽤ 数 の少な い
ye が偶然こ れ ら の区分の 動 詞 の 後 に 1 例 も 現 れ な か っ ただけ の可能性が あ る 。し
た が っ て 、やは り こ の記述は不正確 で あ る と ⾔える 。  

 加えて Abbott の 主張す る 、 look thee ,  hark thee と い う 表 現 に お い て 、 命 令 法 動
詞 が 強意的 で あ る こ と に よ る⾳調 上 の理由か ら thee の付加が な さ れ る と す る 仮
説に つ い て 、再 考 す る こ と と し た い 。lookee ,  harkee と い う 形態の存在  (Zachrisson 

1919: 35, 118) か ら 、弱形 が 後 続 すべき で あ っ た と い う よ う な 主張は ⼀ ⾒正当 で
あ る よ う に思わ れ る が 、こ の -ee は ye が弱化し た も の と 考えら れ る 。35  ま た 、look

の 後 に つ い て の み で は あ る が 、 thou が 後 続 す る こ と が あ っ た こ と か ら 、こ う し た
thee を弱形 と ⾒做し て 、 命 令 法 動 詞 の 後 に弱形 が求め ら れ るべき で あ る と す る 主

 
33  OED も 同 様 に look you/ye/thee や mark you で の ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 の付加は 強意的 で
あ る と す る 主張を ⾏ っ て い る  (OED, look, v.,  I.  9. c.;  mark, v.,  III.  27. b.)。  
34  ⾔ い換えれ ば 、 (α) が 4 例  (33.33%)、 (γ) が 8 例  (66.66%)で あ る 。  
35  Franz (1892: 216) は harkee ,  lookee に つ い て 、 you が弱化し た の で な け れ ば ye
が保存さ れ て い る と述べて い る 。  
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張は納得し 難 い 。さ ら に 、mark you と い う 後 代 し ば し ば ⽤ い ら れ た 形 式 は *markee

と は な ら な か っ た点か ら も 、 こ の 主張は留保すべき で あろう 。 あ る い は 、 主 格補
語 の ⼈ 称 代 名 詞 の ⽬ 的 格 の 使 ⽤ に 強勢が理由と し て 挙 げ ら れ る こ と が あ る 36  が 、
そ の ⼀ ⽅ で 命 令 法 に 伴 わ れ る ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 に 関 し て は ⽬ 的 格 の 使 ⽤ に弱勢が 挙 げ
ら れ る の は⽭盾が あ る 。さ ら に 、look, hark と い う 動 詞 に の み こ の 仮説を唱える こ
と の正当性に つ い て 、 Abbott は 特 に説明 を加えて い な い 。 ま た 、 thee を弱形 と す
る な ら ば thou が 強 形 と な り 、 look, hark と い う 命 令 法 動 詞 の 後 に は thou が 現 れ な
く と も良い は ず で あ る 。 し か し な が ら 、実際の と ころ hark thou と い う 形 式 は ⾒
ら れ な い が 、look thou と い う 形 式 は 複 数 ⾒ ら れ る 。37  そ の 上 、命 令 法 動 詞 に 伴 わ
れ る thee は 、前節に お い て既に述べた よ う に 、再帰的 な与格 な い し は 間 接 ⽬ 的 語
と し て解釈さ れ得る も の ば か り で あ る 。以 上 よ り 、こ の Abbott の 主張は不適切で
あ る と ⾔ わざる を得な い 。  

 次 に 、Millward (1966: 301) の 主張す る よ う な 、命 令 法 動 詞への you/thou の付加
に つ い て Shakespeare が ⽅ ⾔話者や外国⼈ な ど の 特 定 の社会的属性の話者 のマー
カー と し た の か と い う点に つ い て 再 考 す る 。次 に ⽰ す 例 の よ う に 、Shakespeare の
歴史劇 で イングランド の 上流階級に属す る登場 ⼈物の発話に お い て も 、 you/thou

を 伴 う 命 令 法 動 詞 が ⽤ い ら れ て い る 例 が ⾒ ら れ る 。  

 

(5) a. [King Richard III] Go you  before, and I will follow you. 

   (R3  F1: Sig. q5r) 

b. [Duke of Suffolk] Farwell sweet Madam: but hearke you  Margaret,  

  No Princely commendations to my King? 

   (1H6  F1: Sig. l6v) 

c. [King Richard II] Go thou  and fill  another roome in hell.  

   (R2  F1: Sig. d5r) 

d. [Bishop of Winchester] Nay, stand thou  back, I will not budge a foot: 

   (1H6  F1: Sig. k4r) 

 

ま た 、 そ も そ も Millward は そ の よ う な社会的属性の ⼈物に よ る発話が 、 you/thou

が付加さ れ て い な い 命 令 法 動 詞 の ⽤ 例 と 、付加さ れ て い な い 命 令 法 動 詞 の ⽤ 例 の
うち、 ど の程度の 割 合 を占め て い る か な ど と い っ た こ と は ⾔及し て お ら ず 、根拠

 
36  Cf. Inoue (2019: 13-4). 
37  同 じ く注意を引く 動 詞 で あ る hear, mark に 関 し て も 、命 令 法 で thou を 伴 っ て ⽤
い ら れ て い る 。  
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に乏し い も の で あ る と ⾔ わざる を得な い 。従っ て 、こ の Millward の 主張に 対 し て
も い さ さ か懐疑的 に な らざる を得な い 。  

 

8. おわりに  

 本 稿 で は 、Marlowe, Greene, Shakespeare, Jonson の 全 戯 曲 の 初 期 の 刊 本 を コ ー パ
ス と し 、 命 令 法 動 詞 の 後 に ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 が ⽤ い ら れ る よ う な 形 式 に つ い て 調 査 を
⾏ っ た 。本 稿 の 調 査 の 結果、Millward (1966) の 主張し た 、 thee が 伴 わ れ る 場 合 は
命 令 法 動 詞 が運動 動 詞 、注意を引く た め の 動 詞 、 再帰的与格 な い し は 間 接 ⽬ 的 語
を 取 る 動 詞 の い ず れ か で あ る こ と が 、 調 査 対 象 を拡⼤ し て も な お正し い こ と が 確
認さ れ た 。 つ ま り 、 命 令 法 動 詞 の 後 に ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 が 伴 わ れ る 諸 形 式 は 、 ⼀ ⾒ 類
似 す る も の の よ う で あ る が 、thou/thee に つ い て は 初 期 近 代 英 語 期 に お い て も な お
ur 格 の区別が基本 的 に保存さ れ て い た こ と が 改 め て 証 明 さ れ た こ と と な る 。ま た 、
各作 家 ご と に ⼆ ⼈ 称 代 名 詞 を 命 令 法 で 伴 っ て 使 ⽤ す る 動 詞 に 、 そ の 作 家 の ⽂ 体 に
基づく と 考えら れ る よ う な差異が あ る こ と が わ か っ た 。 さ ら に 、先⾏ 研 究 で 主張
さ れ た よ う な 諸 仮説の ⼀部は 、根拠に乏し い と ⾔ わざる を得ず 、今回の 調 査 に よ
っ て ⾒ つ か っ た反例 に よ っ て 、 そ の 主張が妥当 で な い こ と が 明 ら か に な っ た 。加
えて 、 本 稿 の 調 査 に よ っ て 、 作 家 ご と の 使 ⽤ す る 動 詞 の 違 い と い っ た ⽂ 体 的 特 徴
が 明 ら か に な っ た が 、 こ の こ と は 例えば authorship の問題な ど に寄与す る こ と が
で き る も の で あ る と ⾔えるだろう 。  
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略 号 ⼀ 覧  
1. 作品名略号  

Ado Much Ado About Nothing  

Alch. The Alchemist  

Alph. Alphonsus, King of Arragon  

Ant.  Anthony and Cleopatra  

AWW All’s Well That Ends Well  

AYL As You Like It  

Case Case is Altered  

Cat. Catiline His Conspiracy  

Cor. Coriolanus  

CR Cynthia’s Revel, or The 

Fountain of Self-Love 

Cym. Cymbeline  

DA The Devil is an Ass  

Dido Dido, Queen of Carthage  

DrF. Doctor Faustus  

Edw2 King Edward II  

Edw3 King Edward III  

EH Eastward Hoe  

EMI Every Man in His Humour  

EMO Every Man out of His Humour  

Epic. Epicoene, or the Silent Woman  

Err. The Comedy of Errors  

Fair Fairolomew Fair  

FBFB Friar Bacon and Friar Bungay  

GaG George a Greene, the Pinner of 

Wakefield  

1H4 King Henry IV, First Part 

2H4  King Henry IV, Second Part 

H5 King Henry V  

1H6 King Henry VI, First Part 

2H6 King Henry VI, Second Part 

3H6 King Henry VI, Third Part 

H8 King Henry VIII  

Ham. Hamlet, Prince of Denmark 

Inn The New Inn, or The Light 

Heart  

Jam4 James IV  

JC Julius Cæsar  

JM The Jew of Malta  

John King John  

Lear  King Lear  

LGLE A Looking-glass for London 

and England  

LLL Love’s Labour ’s Lost  

Mac. Macbeth  

ML Magnetic Lady, or Humours 

Reconciled  

MM Measure for Measure  

MND A Midsummer Night’s Dream  

Mort. Mortimer His Fall  

MP Massacre at Paris  

MV The Merchant of Venice  

OF Orlando Furioso  

Oth. Othello, the Moor of Venice  

Per. Pericles, Prince of Tyre  

Poet. The Poetaster  

R2 King Richard II  

R3 King Richard III  

Rom. Romeo and Juliet  

Sej. Sejanus His Fall  

Seli.  Selimus  

Shep. Sad Shepherd  

Shr. The Taming of the Shrew  

SN The Staple of News  
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1Tamb. Tamburlaine the Great, Part 

One 

2Tamb. Tamburlaine the Great, Part 

Two 

Temp. The Tempest  

TGV The Two Gentlemen of Verona  

Tim. Timon of Athens  

Tit.  Titus Andronicus  

TN Tweifth Night, or What You Will 

TNK The Two Noble Kinsmen  

Tro. Troilus and Cressida  

Tub A Tale of Tub  

Volp. Volpone, or the Fox  

Wiv. The Merry Wives of Windsor  

WT The Winter ’s Tale

 

2. その他略号  

J.  F1 Jonson’s First Folio (or 1616 Folio) 

Sh. F1 Shakespeare’s First Folio 
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On the Postposed Second Person Pronouns 
in the Imperative Construction in Early Modern English: 

With Special Reference to Elizabethan Drama 
 

Shun Inoue 

 

It is a well-known fact that second personal pronouns such as ye, you, thou, and  thee  

can follow the imperative verbs in Early Modern English. Although there have been 

some studies concerning this usage, including corpus-based ones mainly treating the use 

by William Shakespeare, no quantitative and comprehensive research that deal with the 

use by other playwrights in his contemporary era has been conducted. 

This paper examines the use of the second person pronouns after the imperative verbs 

using corpora which comprise of the early editions of all the dramatic works by four 

playwrights, namely Robert Greene, Christopher Marlowe, William Shakespeare, and 

Ben Jonson. The current study clarifies individual stylistic tendency of each playwright 

regarding the use of the imperatives accompanied by the second person pronouns. 

 
  




